
八 潮 な な い ろ 保 育 園

「三つ子の魂百まで」のことわざを心において、私たちは幼児教育の本質に着目

してきました。

知（かしこく）・情（やさしく）・体（たくましく）の「知・情・体」の三位一体の経験を

繰り返すことで、本来の子どもらしさを育てる総合幼児教育に取り組んでいます。

からだを動かすことが頭の働きを促し、みんなで一緒にたくさんの言葉に触れ

るというような知的な活動が豊かな情感を育みます。

当園では、「動きとことばとリズム」を基調とした、最も適切な経験を与え、活発な

活動を繰り返し展開して、脳を活性化し、生きる力を育み、共に楽しみ、笑う、共鳴、

共感、共体験を積み重ねながら、自発性を育て喜びにつなげていきます。

こころも、からだも、あたまも健やかに育ってほしい、それは全ての子を持つ

ご両親の願いです。

だからこそ私たちは、長年の保育実績をより充実させ、これからも子どもたち

一人ひとりの全面発達に全力を尽くしてまいります。
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●入園式・こどもの日お祝い会・個人面談・園外保育・七夕会・歯科検診・健康診断・

避難訓練・誕生会・七五三お祝い会・クリスマス会・カルタ大会・豆まき会・ひなまつり会

※保護者参加の行事《入園進級式・保育参観・夏まつり・運動会・おゆうぎ会・音楽会》

●学習あそび（ことば・かず・漢字 ・英会話・音感・）

絵画・リトミック・運動あそび・知恵あそび・戸外あそび・

午睡・各行事 （英会話は外国人の先生です）。

●年少(３歳児)の入園に際し 「八潮学園」をご希望の場合は、優先受付の対象にな、

。 、 、 、ります 但し 集団保育が困難な場合や 八潮学園の教育にご賛同できない場合は

入園をお断りしたり、取り消しさせていただく場合があります。尚、入園時費用と

して入園金や制服・教材費は別途お支払いいただきます。

●八潮学園の年少以上のカリキュラム

学習（ことば・かず・ちえのプリント学習 ・漢字絵本・絵画・英会話・音楽（音感・）

歌唱・メロディオン・合奏 ・体育・知恵あそび（地図パズル・チューター・つみ）

きあそび等 ・戸外あそび・各行事・スイミング・年少のみ１学期中午睡あります。）

上記の教科は、スイミング代以外、保育料に含まれております。さらに年長クラス

では、珠算・書道・鼓笛を行います。

保育参観

入園進級式 夏まつり

おゆうぎ会

運動会 音楽会

●幼児期の子どもたちの格差とは、本来的な能力差ではなく、今日までの育ちの過程
における知的な環境の質と量の違いです。当園の教育は、よい環境を与えるという
事に全ての主眼が置かれています。他の子と見比べて「できる 「できない」と評」
価を下すのは、大人の間違った見方で、みんな同じ無限の可能性を持つ子どもたち
です。職員一同で子どもたちの成長を温かい目で見守っていきたいと思います。

●定 員 ３０人

●対象児童 生後６ヶ月～２歳児まで

●開所時間 平 日：午前７時００分～午後７時００分
土曜日：午前７時３０分～午後６時３０分

●保育理念 こころの優しい、思いやりのある子どもを
育てる｡

●保育目標 ｢知・情・体｣の三位一体の総合教育に｢食育｣を重視した｢養護と教育｣を
進め、幼児の可能性を伸ばす教育を行う。
「知力」････ 人の話を集中して聞き、自分で考えて行動する子
「情操」････ 誰とでも優しい気持ちで接し、コミュニケーションできる子
「身体」････ いつもたくましく、いきいきと躍動する子
「食育」････ 食に感謝し、よく食べる健康な子

●そ の 他 ・施設の１階部分が「八潮なないろ保育園 、２階部分が認可外保育園」
「八潮学園」です。

・入園に際し、別途教材や体操服等の購入が必要です。午睡用布団セッ
トは各自でご用意いただきます。

・アレルギーの除去食対応はできませんので、アレルギーがある人は、
各自でお弁当やおやつのご持参をお願いいたします。

。 「 」●当園の教育は小学校教育の準備・先取り教育ではありません また決して できる
「わかる」を目的にした教育を行っているものでもありません 「知・情・体」の。
活動を通して、子どもたちの知的回路が開かれ、学習を受け入れやすいあたまを育
てるのです。乳幼児教育は感覚教育です。この感覚が将来の 向学心の土台となり
ます。人間としての基礎基本をしっかり育てましょう。


